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� 企業概要

� 201８年３月期 決算概況

� １７中期経営計画の総括

� 今後の経営方針
（２０中期経営計画）

� 201８年度 の業績予想

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved



- 4 -

企 業 概 要

社 名 ： パシフィックシステム株式会社
本 社 ： 埼玉県さいたま市桜区田島8-4-19

設 立 ： 昭和55年８月
資 本 金 ： ７億７７百万円
従 業 員 ： ６０７名（連結：平成30年3月現在）

上場先 ： 東証（ＪＡＳＤＡＱスタンダート）
事業内容 ： 製造業、流通業、金融業等向けの情報サービス事業

連結子会社 ： 株式会社システムベース

岩手県内の企業及び自治体向けを中心に当社と連携

した情報サービス事業を行う

企業概要

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved
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事 業 所 展 開
企業概要

●

●

●●

●

●

●

●

北海道営業所

大船渡センター
熊谷センター

秩父営業所

パシフィックシステム本社
西日本支社

東北営業所

※主要顧客対応のためサービス拠点として展開

●

システムベース本社（北上）

中部センター

● 東京オフィス

●

盛岡センター

関東支店

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved
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当社の事業区分（セグメント）

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

• ユーザシステムの運用・管理サービス、
データセンタ、パソコン教育、保守サービス等

システム運用・管理等

• 画像処理システムや生コンクリート業界向けシステム、医療システム等のシステム商品
の販売 及び ネットワーク構築等のインフラサービス

システム販売

• 製造業・流通業・金融業等幅広くアプリケーションシステムの受託開発業務を行う。
また、主に製造業向けにＥＲＰ事業のコンサルとシステム開発を行う。

ソフトウェア開発

• パソコン、サーバー及び周辺機器とパッケージソフトウェア等の仕入・販売

機器等販売

企業概要



201８年３月期 決算概況
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2018年３月期 連結決算概況
連結決算概況

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

当期連結決算は、「増収」「増益」となりました

� 売上高は、機器等販売、システム販売及びシステム運用・管理等のセグメントで
増加し、増収

決算年度
（単位：百万円）

2016年度
（2017年３月期)

（A）

201７年度
（201８年３月期)

（Ｂ）

前期比
（Ｂ－Ａ）

増減率

売上高 ８,８７７ ９,６２４ ７４６ ８．４%

売上総利益
（利益率）

２,１７６
(24.5％)

２,３３８
(24.3％)

１６２ ７．５%

販売管理費 １,５５４ １,６６８ １１４ ７．３%

営業利益 ６２２ ６７０ ４８ ７．７%

経常利益 ６２１ ６６８ ４６ ７．５%

当期純利益 ４０８ ４４７ ３９ ９．７%
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2018年３月期 連結決算概況
連結決算概況

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

当期連結決算は、「増収」「増益」となりました

� 利益は、販売管理費の費用増があったが、売上高増加により増益

決算年度
（単位：百万円）

2016年度
（2017年３月期)

（A）

201７年度
（201８年３月期)

（Ｂ）

前期比
（Ｂ－Ａ）

増減率

売上高 ８,８７７ ９,６２４ ７４６ ８．４%

売上総利益
（利益率）

２,１７６
(24.5％)

２,３３８
(24.3％)

１６２ ７．５%

販売管理費 １,５５４ １,６６８ １１４ ７．３%

営業利益 ６２２ ６７０ ４８ ７．７%

経常利益 ６２１ ６６８ ４６ ７．５%

当期純利益 ４０８ ４４７ ３９ ９．７%
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201８年３月期 事業区分別の売上高
連結決算概況

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

システム運用・管理等

システム販売

ソフトウェア開発

機器等販売1,607 1,828 

1,631 1,587 

2,618 
3,114 

3,019 
3,094 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

２０１６年度

（2017年３月期）

２０１７年度

（2018年３月期）

事業４区分売上高の前期比

(+74)

(+495)

(+220)

(△44)

システム運用支援やデータセンタ業務が
順調に推移し、増収

生コン協組システム、画像処理システム、
インフラサービス、医療システムで増収と
なるも、BP関連機器、SS出荷システム及び
農業生産管理システム等は前期比で減収

前期からの受託開発の終了や民需系
システムの受注不振、大型開発案件の
来期以降への期ズレ等による減収

大型文教案件の受注や機器販売、メー
カー保守の増加による増収

（単位：百万円）
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201８年３月期 事業区分別の売上高
連結決算概況

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

システム運用・管理等

システム販売

ソフトウェア開発

機器等販売1,607 1,828 

1,631 1,587 

2,618 
3,114 

3,019 
3,094 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

２０１６年度

（2017年３月期）

２０１７年度

（2018年３月期）

事業４区分売上高の前期比

(+74)

(+495)

(+220)

(△44)

システム運用支援やデータセンタ業務が
順調に推移し、増収

生コン協組システム、画像処理システム、
インフラサービス、医療システムで増収と
なるも、BP関連機器、SS出荷システム及び
農業生産管理システム等は前期比で減収

前期からの受託開発の終了や民需系
システムの受注不振、大型開発案件の
来期以降への期ズレ等による減収

大型文教案件の受注や機器販売、メー
カー保守の増加による増収

（単位：百万円）
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201８年３月期 事業区分別のセグメント利益
連結決算概況

区分
(単位：百万円）

２０１７年３月期
ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益（A)

２０１８年３月期
ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益（B)

前期比
（Ｂ－Ａ）

増減率

システム運用・管理等 ８７３ ９０４ ３０ ３．５%

システム販売 ３３１ ４２８ ９７ ２９．４% 

ソフトウェア開発 ３３１ ３４５ １４ ４．２%

機器等販売 ３３ ７９ ４５ １３３．４%

全社共通費
（販売費・一般管理費） △９４８ △１，０８７ △１３８ １４．７%

合 計 ６２２ ６７０ ４８ ７．７%

©2017 Pacific Systems Corporation All right reserved

� システム運用・管理等は、売上高増加に伴い増益
� システム販売は、売上高増加及び販売費減少に伴い増益
� ソフトウェア開発は、売上原価及び販売費減少に伴い増益
� 機器等販売は、売上高増加及び販売費減少に伴い増益
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2018年３月期 営業利益分析
連結決算概況

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

� 全てのセグメントで増益

� 東京オフィス移転及び子会社支店の移転等の営業部門の環境整備、強化（販売費増）

� 組織改定による人員増等（一般管理費増）
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（単位：百万円）
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売上高の推移
連結決算概況

� 売上高は２０１６年３月期に減収に転じましたが、前期に引き続き、当期も
増収となりました。

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

（単位：百万円）
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連結決算概況

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

営業利益の推移

�売上高の増収基調に対し営業利益は2014年3月期以降低迷しましたが、前
期に引き続き当期も増益となりました。

（単位：百万円）
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(単位：百万円）

201８年３月期 連結財務諸表
連結決算概況

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

資産の部

純資産の部

負債の部

負債合計 3,032

流動負債 2,603

固定資産 2,539

資産合計 7,415

固定負債 429

純資産合計 4,382

負債・純資産合計 7,415

流動資産 4,875



資産の部

純資産の部

負債の部

負債合計 3,032

流動負債 2,603

固定資産 2,539

資産合計 7,415

固定負債 429

純資産合計 4,382

負債・純資産合計 7,415

流動資産 4,875
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(単位：百万円）

201８年３月期 連結財務諸表
連結決算概況

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

【自己資本比率】

63.2% ➜ 59.1%

【純資産合計】

前期比で 7.9%増加



資産の部

純資産の部

負債の部

負債合計 3,032

流動負債 2,603

固定資産 2,539

資産合計 7,415

固定負債 429

純資産合計 4,382

負債・純資産合計 7,415

流動資産 4,875
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(単位：百万円）

201７年３月期 連結財務諸表
連結決算概況

一株当り純資産 ２，９６１円 ７９銭

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

【１株当たり純資産】

前期比で ２１８円８７銭 増



１７中期経営計画の総括
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17中期経営計画総括

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

201８年３月期 １７中計との損益比較
１７中計は、中核事業の一つに位置付けていたＥＲＰ事業及び画像処理事業が計画通り

拡大・推進できず、しかしながら、赤字プロジェクトの撲滅を最優先に取り組んだ結果、

原価低減を推進することができ、利益率の改善を図ることができました。

（単位：百万円）
連結

１７中計損益目標との
差異(最終年度)

売上高 102億円

売上高差異 △5.4億円

営業利益 ６.2億円

営業利益差異 0.5億円
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17中期経営計画総括

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

201８年３月期 １７中計事業区分との比較

画像処理事業、医療システムは計画を上回っ
たが、自社開発ソフト、インフラサービスの拡
大・推進が計画通り進まなかったこと等により
計画を下回った。

文教での大型案件の受注により計画を大幅
に上回った。

ほぼ計画並みに推移した。

ＥＲＰ事業や新規事業（医療・ビックデータ）が
計画通り進まなかったことや受託開発の受注
不振等により、計画を大幅に下回った。

1,595 

2,167 

3,381 

3,022 

1,828 

1,587 

3,114 

3,094 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000

事業４区分売上高の中計比較

実績

（2017年度）

１7中計

（2017年度）

（単位：百万円）

連結

システム運用・管理等

システム販売

ソフトウェア開発

機器等販売
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等
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合計64.5％
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201８年３月期 当社の事業区分構成比
17中期経営計画総括

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

� ストックビジネスの拡大を目指すデータセンター事業の推進、画像処理事業の受注の回復と

医療システムの受注拡大等により、主力事業領域での売上比率の目標が達成できました。

２０１７年度 売上比率目標

・システム販売
＋

・システム運用･管理
６３％以上

201７年度実績 ６4.5％
ソフトウェア開発

16.5%

システム運用

管理等

32.2％

システム販売

32.3％

事業区分別売上高の構成比

機器等販売

19.0%



- 23 -

20中期経営計画

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved
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経営ビジョン
２０中期経営計画

今後、50年、100年と生き残れる企業
グループとなる

社会や顧客が必要とするシステムやサービ
スを創出し、提供し続ける企業グループとな
る

社会的責任を果たし、社会に貢献する企業
グループになる
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経営基本方針
20中期経営計画
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現状分析

ＩＴ業界の最近の動向（市場）

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

情 報 サ ー ビ ス 業 界

「働き方改革」の実現に向けたＩＴ

活用の高まり等を背景にクラウド

サービスやIoT、ビックデータ、ＡＩ

（人工知能）、ロボット等の活用が

進展、医療や介護等の労働人口

減少に伴う人手不足による情報

化投資も増加傾向で推移する

当 面 は

低成長の国内経済及び国内企業
の海外展開により、国内市場の大
幅な成長は期待できない

長 期 的 に は
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� 親会社である太平洋セメントグループにおいては、東北復興の需
要が落ち着き、防災・減災及び東京オリンピック開催により社会
基盤産業として成長を目指している。これに伴いシステム再構築
開発等が進行している。

� 中核事業の一つである画像処理ビジネスにおいては、自動車関連
で業績好調が予想され、増産体制に伴い検査装置の需要が見込ま
れる。また、検査の人手不足や製造システムの自動化により今後
画像処理の需要が期待される。

� 当社主力顧客である生コンクリート業界は、東京オリンピック効
果で好調も予想されたが、東北復興の落ち着き、オリンピック工
事の遅れ、人手不足等で需要が伸び悩み、需要があった生コンプ
ラント操作盤更新も一服する見通しである。

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

現状分析

ＰＳＣグループを取巻く事業環境
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システム運用・管理等

セキュリティビジネスの拡大

ソフトウェア開発

太平洋セメント社の大規模システム
再構築への対応、ERP事業の確立

機器等販売

OSサポート終了等によるＰＣ
入替の推進

システム販売

画像処理事業、生コン関連事業、
の強化・拡大

連結

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

（単位：百万円）

(+78)

(+68)

(△388)

(+346)

(△89)

(△108)

(+596)

(+82)

事業４区分の売上計画
20中期経営計画

9,3879,451

10,035
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事業区分別の重点取り組み

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

• データセンタ事業の維持、セキュリティビジネスの拡大

システム運用・管理等

• 画像処理事業
◆営業力強化、新規顧客・新規分野の開拓、開発力の強化、技術獲得と新商品開発

• 生コンクリート業界向け事業
◆商品のシェア拡大、改善改良・研究開発の推進、競争力強化

システム販売（画像処理、生コン向け）

• 太平洋セメント社の大規模システム再構築への対応

• ＥＲＰビジネスの確立

ソフトウェア開発

• ＰＣ更新の推進

機器等販売

20中期経営計画
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• システム販売及びシステム運用管理等を主力事業領域と
し、その中で一定の事業規模を確保できる分野、成長の期
待できる分野並びに競争力のある分野を中核事業として、
当該事業に要員・資源を重点配分する。

• 事業のビジネスモデルを見直し、競争力を向上させる。

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

重点施策
20中期経営計画

＜事業部門＞
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• 既存事業領域において新たな用途を開発すると
ともに、新技術及び新商品の調査・企画・開発を
推進する。

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

重点施策
20中期経営計画

• ニーズを掘り起こし、事業を拡大するため、営業
を強化する。

＜事業部門＞
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• 商品・サービスの品質向上と緊密な関係構築に
より、顧客満足度を向上させる。

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

重点施策
20中期経営計画

＜事業部門＞
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• ＰＳＣグループをトップから新人まで日頃から問
題意識を持ち、新たなテーマを発掘して解決に
向けて努力する集団に変貌させる。

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

重点施策
20中期経営計画

• 働く環境及び諸制度を見直し、社内を活性化さ
せる。

＜全社共通＞
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• 主体的に行動できる社員を育成する。

©2018 Pacific Systems Corporation All right reserved

重点施策
20中期経営計画

• 社員一人ひとりの行動結果が組織の力により
拡大し、有効に発揮できる会社を目指す。

＜全社共通＞
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連結
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(計画）

’１９年

(計画）

’２０年度

（目標）

【売上高・営業利益の実績と２０中計】

売上高（実績→20中計） 営業利益(実績→20中計）

売上高と営業利益計画
20中期経営計画
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201８年度業績予想

©2015 Pacific Systems Corporation All right reserved
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201８年度業績予想 －当期実績との対比－

©2017 Pacific Systems Corporation All right reserved

201８年度業績予想

(単位：百万円）

決算年度
【連結】

201７年度
実績(A)

201８年度
予算(B)

前期比
（Ｂ－Ａ）

増減率

売上高 ９,６２４ ９,４５０ ▲１７４ ▲１．８%

売上総利益
（利益率）

２,３３８
(24.3％)

２,３０５
(24.4％)

▲３３ ▲１．４%

販売管理費 １,６６８ １,７３４ ６６ ４．０%

営業利益 ６７０ ５７１ ▲９８ ▲１４．２%

経常利益 ６６８ ５７３ ▲７０ ▲１０．５%

当期純利益 ４４７ ４１１ ▲３６ ▲８．２%

２０１８年度予算は、１７年度実績に対し「減収、減益」の見通し

�売上高は、システム運用・管理等、システム販売、機器等販売が減収の見通し
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システム運用・管理等

システム販売

ソフトウェア開発

機器等販売

子会社のデータセンタ事業
（EDI業務）の縮小による減収

太平洋セメント向けシステム再
構築、既存顧客のシステム再構
築により増収

201８年度業績予想 －事業区分別の当期実績比－
（単位：百万円）

前期からの期ズレによるインフ
ラ整備の大型案件が見込まれる
が、医療システムや生コン協組
システムは前期の反動で減収

子会社の文教向けの機器販売
が前期の反動で減収

201８年度業績予想

1,828 

1,587 

3,114 

3,094 

1,515 

1,813 

3,084 

3,037 

0 1,000 2,000 3,000 4,000

２０１８年度予算

２０１７年度実績
▲313

▲57

▲30

+226
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201８年度業績予想 －当期実績との対比－

©2017 Pacific Systems Corporation All right reserved

201８年度業績予想

(単位：百万円）

決算年度
【連結】

201７年度
実績(A)

201８年度
予算(B)

前期比
（Ｂ－Ａ）

増減率

売上高 ９,６２４ ９,４５０ ▲１７４ ▲１．８%

売上総利益
（利益率）

２,３３８
(24.3％)

２,３０５
(24.4％)

▲３３ ▲１．４%

販売管理費 １,６６８ １,７３４ ６６ ４．０%

営業利益 ６７０ ５７１ ▲９８ ▲１４．２%

経常利益 ６６８ ５７３ ▲７０ ▲１０．５%

当期純利益 ４４７ ４１１ ▲３６ ▲８．２%

２０１８年度予算は、１７年度実績に対し「減収、減益」の見通し

�利益は、売上高の減収と売上拡大に向けた新商品開発や既存商品の改善改良のための研究
開発及び管理部門の強化による販売管理費の増加により、減益の見通し



パシフィックシステム株式会社
２０１８年３月期

決算説明会

本日はご多用中のところご出席いただきありがと
うございました。今後とも一層のご支援ご鞭撻を
賜りますようお願い申し上げます。
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本資料中の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成

されており、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合

がありますので、その点ご承知おき頂きますようお願い致します。

本資料中の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成

されており、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合

がありますので、その点ご承知おき頂きますようお願い致します。

お問合せ先は、下記にお願いします。
・ パシフィックシステム株式会社 総務部
・ 電話 ： ０４８－８４５－２２００
・ ＦＡＸ ： ０４８－８４５－２２６０
・ ＵＲＬ ： http://www.pacific-systems.co.jp/

見通しに関する注記事項


